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令和３年度 学校経営計画表 
 

１ 学校の現況 

学校番号 ６８ 学校名 県立茎崎高等学校 課程 定時制 学校長名 大久保 一司 

教頭名 山野井 利明 関 正貴  事務（室）長名 高橋 悦男 

教職員数 教諭 ４０ 
養護 

教諭 
２ 

常勤 

講師 
３ 

非常勤 

講師 
１２ 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
１ 

事務職

員 
４ 

技術職

員等 
５ 計 ６７ 

生徒数 
小学科 

１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 ３３ ２５ ３７ ３９ ３１ ３１ １０ ８ １１１ １０３ １６ 

 

２ 目指す学校像 

社会人として求められる基礎学力及び生活習慣を身に付けさせるとともに、自己の将来を見据えた職業観、勤労観に基づく進路実現を支

援し、豊かな人間性を備えた社会人の育成に努める。 

１ 生徒・教職員、共に学び合う学校 ２ 生徒・教職員の信頼関係が構築された学校 

３ 懇切丁寧な指導・きめ細かな指導を実践する学校 ４ 一人ひとりの個性に応じた多様な進路実現が図れる学校 

 

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 基礎的・基本的な学習内容の理解が不十分な生徒が少なくな

いが、学び直したいという意欲を持つ生徒が増加している。

また、学力の差が大きい。 

発展的学びに対する対応。 

発達に凸凹のある生徒にもわかりやすい見通し

の持てる授業展開。 

進路指導 進路希望が四大・短大・専門学校進学から就職まで多様であ

る。 

進学指導体制の構築。 

面接や履歴書などで必要な文章力の向上。 
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特別な支援を要する生徒についての中学校からの引継ぎが

できるようになり、就労支援も進路指導部と保健厚生部で連

携をとることができるようになってきた。 

進路未定のまま卒業していく生徒を減らす。 

生徒指導 人間関係を築くのが得意でない生徒が多く、トラブルに発展

することもある。 

基本的な生活習慣が身に付いていない、規範意識に欠ける等

の生徒は徐々に減りつつある。 

生徒の発達や理解にあわせた指導体制の構築。 

豊かな人間関係づくりに対する支援。 

特別活動 ＨＲ活動・生徒会活動・部活動等への参加意欲は全体的には

高くないが、自主的に活動する生徒の数が増加している。 

学校行事や生徒会活において、自主的に活動する

場面を増やし自己肯定感を醸成する。 

働き方改革 部活動での従事時間は少ないが、生徒や保護者対応・行事の

準備などで超過勤務が増えてしまっている。 

超過勤務が月当たり 80時間を超える職員がいる

ことと、45 時間を超える職員が少なからず存在

すること。 

 

４ 中期的目標 

１ 個々の能力に応じた効果的な学習指導の実践 

２ 学びの場としての環境づくりと豊かな心の育成 

３ 進路指導の充実 

４ 特別活動の充実と活性化 

５  開かれた学校づくりの推進 

６ 「茨城県県立学校の教育職員の業務量の適切な管理に関する規則」に基づく働き方改革の推進 

 

５ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 
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１ 基礎学力の向上を図る ア 授業を積極的に公開して学習指導の工夫・改善を図り、生徒が主体的に学習に取

り組める授業を実践する。 

イ  少人数授業、ＴＴ授業、ファーストステップ授業などの個の能力に応じた学習指

導を実践し、BYOD で持ち込まれた機器を効果的に活用しながら、生徒の学びの質

を向上させる。 

ウ 授業の中で自分の考えを書く時間を積極的に設け、文章力の向上を図る。 

２ 学びの場としての環境作りに取り組む ア ユニバーサルデザインの考えを取り入れた授業を展開する。 

イ スクールカウンセラーやキャンパスエイドの支援を得て、教育相談機能を充実さ

せ、望ましい人間関係を構築しながら、安心して登校し学べる環境を醸成する。 

ウ 通級指導の活用などにより、生徒の実生活や授業等での困り感の軽減を図る。 

エ 図書館の整備により、生徒が読書や学習で利用しやすい環境を整える。 

３ 基本的な生活習慣の確立を図る ア 登下校指導や日常の声かけをとおして、服装・頭髪等の身だしなみを正し、挨拶

の励行に努める。 

イ 遅刻・早退・欠席を少なくし、欠課時数の増加や生徒指導上の問題行動による退

学者数を減らす。 

４ 生命や人権を大切にする態度を育成する ア  お互いを思いやり、尊重する態度を育成し、生徒相互の豊かな人間関係を築く。 

イ いじめは、「人間として絶対に許されない」という意識を持たせる。 

５ 進路指導の充実を図る ア  ロングホームルームや進路ガイダンスを充実させ、進路別見学会を実施し、進路

情報の収集と提供により、進路意識の向上を図る。 

イ  綿密な面談により、生徒や保護者の進路希望を把握し、進路指導の充実を図る。 

６ 特別活動の充実と活性化を図る ア 生徒の自主性を育みながら、生徒会活動を活性化し、部活動の充実を図る。 

イ ＨＲ活動を中心に、キャリアパスポートを活用して学びを振り返るとともに、将

来への見通しを持たせる。 
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７ フレックススクールとしての特徴を生かし

た教育活動の向上・推進を行う 

ア ＨＰや印刷物等により、フレックススクールの教育活動内容を積極的に発信する。 

イ  中学校訪問や学校説明会等広報の拡大を図り、保護者や地域社会との連携を推進

する。 

８ 教職員の資質能力の向上とともに働き方改

革により超過勤務時間の減少を図る 

ア 校内研修を充実させるとともに、校外の研修に積極的に参加し、教職員としての

スキルアップを図る。 

 


